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The Report and additional explanations on the first public lecture organized by
Institute of Ethnomusicology, Tokyo College of Music in 2017:









































東京音楽大学 民族音楽研究所主催 2017 公開講座 No.1
ガムランと西洋音楽の出逢い 　～1889年フランス・パリ万博を基点に～


































●ジャワ女性舞踊ガンビョン 伴奏曲「パンクル」 （写真 *1 参照）










● C. ドビュッシー 「版画」より１. パゴダ（1903） （写真２参照）















●M. ラヴェル「マ・メール・ロワ」より ３. パゴダの女王レドロネット（1910） 










●C. マクフィー 「バリ島の儀式の音楽」より １.プムンカー、３．タブー・トゥル（1934）
　編曲：森田理紗子（大４） 



































● L. ハリソン「ヴァリッド・トリオ」より 
　１.グンディン、２.ボウル・ベル、３.哀歌（1987） （写真 3 参照）
     L. Harrison Varied Trio  1 Gending, 2 Bowl Bells, 3 Elegy
　ハリソンはアメリカの作曲家で 1917 年生まれ、ジョン・ケージ John Cage と並ぶ現代
作曲家である。さまざまな民俗音楽に興味を持ち作品に活かしていったが、1975 年ごろ
より特にジャワガムランに傾倒し、ジョグジャカルタで古典奏法を習得しただけでなく自








● 東京音大生とガムランの出逢い  ~ 授業での取り組みによる成果 ~
　※ルカス・クリスト TAIAN TANTSIHIN RUVETA (2017)（写真 *5 参照）
　Lukas Kristo TAIAN TANTSIHIN RUVETA for Gamelan Orchestra and Jouhikko
　本学ガムラン授業を履修したシベリウス音楽院からの交換留学生が作曲したフｨンラン
ドの民俗楽器であるヨウヒッコとガムランのための作品。
　「古代フィンランドのヨウヒッコのスタイルとルノソングメロディー Runo song melody 
( いわゆるカレワラ韻律 kalevalamitta, Kalevala meter で歌われたフィンランド語の古い















　※山岡秀和「then, the cat said “mew”」ガムランとオーケストラの作品（2016 年録音）
●小出稚子 「ウミウシ」 （2012）（写真*6 参照）















荒井理紗子（大 4）、小木曽茜（大 4）、久保田雅知子（大 4）、久保ひかる（大 1）、成田彩乃（大
3）、古澤勇輔（大 4）、松永友佳（大 1）、森澤彩音（大 3）、森田理紗子（大 4）、茂呂貴洋












された。2012 年ガウデアムス国際音楽週間 ( オランダ ) にて初演、2013 年改訂。
３．１ 作曲の動機
　オランダ留学中アムステルダム音楽院のジャワガムランクラスにて、ルー・ハリソンの



















では 5 音音階ではなく 7 つの音すべてを使用することにした。7 と 1 の音はどちらを用いる
かによって調が決まる可能性のある重要な音なので、その両方を使用することによってジャ
ワガムランの強固な調性の世界から離れるためである。冒頭からサックスのソロで７と１が
強く提示され、曲中でも 1 と 7 は両方使われている。しかし楽曲全体を見るとゴングが７で
終わり、セレでは 1の音は使われないので、1より 7の方が若干強い性格の旋法になっている。
３．３ 楽曲構造
　パトゥタン Patetan 3 A（サックスとグンデル Gender 4 による導入奏）1~21 小節目－
ランチャラン－ 22~53 小節目－ランチャラン展開部 54~74 小節目－パトゥタン B（サッ
クスとグンデル）75~81 小節目－クタワン Ketawang 5 82~99 小節目－ランチャラン 
100~137 小節目－パトゥタン C 138~148 小節目 （サックスとグンデルによる後奏）全体は
以上７部で構成され、ガムランの伝統的な形式であるランチャランとクタワンをベースに
組み立てられている。そこから派生した楽句を用いて展開部は作られている。コロトミー
Colotomy 楽器 6 は概ね伝統的な骨組みを維持しているが、そこから外れた場合でも各コ
ロトミー楽器の役割に沿った使い方をしている。古典的なコロトミー群の上で、サロン
Saron 4 やボナン Bonang 4 は従来の奏法の延長線上に新たな展開を試みた。
３．４ 作曲上の工夫
























































という米国興行主側の希望に追従する形だそうで、本来は約 1 時間の演目が約 35 分に短縮
され歌舞伎のような演出がされており、見てショックだった。殆ど能の感じがしなかった。
　また、2014 年に奥出雲を訪れ、集落ごとに守られてきた伝統神楽の１つを見た際、全国
















である」という自負が大きな理由の一つだ ( 例外的に Helmut Lachenmann は笙を使ったり、









































































　　ング、クノン Kenong、クンプル Kempul、クト Ketuk 等がどのような周期で打たれ














写真：2017 年 7 月 18 日 天野裕太郎撮影
動画：2017 年 7 月 18 日 J 館調光室より本学職員撮影
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　On 18th July 2017, a public lecture on Gamelan music was held. In the 
first half of the lecture, our students played compositions by the Western 
composers influenced by Gamelan music, including C. Debussy, who 
encountered Javanese Gamelan at the Paris Exposition in 1889, along with 
traditional Gamelan pieces and Javanese dance.
　In the second half, we focused on our students’ encounter with Gamelan 
music, and introduced their endeavor to play new compositions. Lastly, 
they played a piece written by Noriko Koide, an alumna who majored in 
Composition. This paper reports on the lecture and provides an explanation of 
each piece performed as well as a summary of comments and interviews with 
our Piano and Composition faculty members with photos of the day.
